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 「コロナ禍の途上国と世界の変容」（佐藤仁志(2021)1）を読みながら、この「仮想空間は

もう一つの現実」というタイトルで、この「窓」に投稿しようと考えていた。ところが、こ

の著書を読み進んでいくと、「第 13 章 ポストコロナの国際秩序－デジタル分野における覇

権争い」で、「新型コロナウィルスはそれまで「リアル」が中心であった世界に対し、もう

一つの世界があり、その世界の重要性が急速に高まっていることをわれわれに再認識させ

た。」という筆者が考えていたのとほぼ同様なことが述べられていた。 

 ただし、全く同一というわけではない。その違いは、「もう一つ」という「実相空間」に

立脚点を置いているような「仮想空間」の捉え方ではなく、「仮想空間」と「実相空間」は

対等に並立する二つの空間として捉えていると思うからである。すなわち、「仮想空間」は

「実相空間」と同一の重み、すなわち「現実味」(Reality)を帯びてきたと言いたいのである。 

 例えば、Pruitt & Barrett (1992)2らは図 1 に示す仮想作業空間群の到来を予想していた。 

そして、現に個人仮想作業空間と企業作業空間が融合してリモートワークが当然のごとく

行われており、恐らくコロナ禍が終息した後も、リモートワークが改善されることはあって

も、無くなるということは考えられない。また、コロナ禍によって、二十年程前にできたビ

デオ会議システムが実用的なものになるとともに、安価になり、使いやすくなって、誰もが

使い慣れてきた（Kelly (2021)3）。 

 そして、久保公二(2021)4は、冒頭にあ

げた図書「コロナ禍の途上国と世界の

変容」の第 6 章「後開発途上国の新興農

業への影響」の中で、食品サプライチェ

ーンについて、「第一は、農業労働者へ

の移動制限による労働力の不足であ

る。・・第二に、経済活動の制限によっ

て景気が後退し、農産物・食品の需要が

減退する。・・第三に、さまざまな経済

活動の制限によって引き起こされる食

品サプライチェーンの分断である。・・」

と述べている。 

 ここでは、食品サプライチェーンの

みが取り上げられているが。サプライ  

図 1 仮想作業空間群          チェーンの構成要素になっている企業、
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すなわちほとんどの企業が、その影響の大小の差はあろうが、コロナ禍の影響を受けている

と考えられる。 

 しかも、Ulrich & Probst (1991)5が言うように、企業システムを表 1 に示す社会システム

の 1 つと考えると、多様なサプライチェーンが考えられる。 

      表 1 システムの体系的分類           今回のコロナ禍について

も、その蔓延の様は、あた

かも「自然の自己増殖」に

もとづく生態系発の一種

のサプライチェーン（ロジ

スティクス）にも喩られる

のではなかろうか。しかも、

それが「特有な人間の意図」

である技術システム(ICT)

と相まって、現在の状況が

作り出されていると考え

られるのではなかろうか。 

 ただし、Pruitt & Barrett (1992)（前出）であれ、Ulrich & Probst (1991)（前出）であ

れ、リモートワークの普及はともかく、それと併発されたかのような巣籠消費の拡大までは

予想していなかったのではなかろうか。 

 一方、より具体的に、CEDI(Chemical EDI Initiative)(2009)6が「化学産業を巡るロジス

ティクス」と題して図 2 を示している。なお、EDI は Electronic Data Interchange の略 

で、最近は Web-EDI が普及

しているという。 

この図は、化学産業の視

点から、業種間サプライチ

ェーンを示しているととも

に、当時商流の電子化を意

図していたのは言うまでも

ない。 

ということは、当時既に 

図 2 化学産業を巡るロジスティクス      仮想空間の商流と実相空間

の物流を一体化して考えていたわけで、今や EDI なしの取引すなわちビジネスは存在し得

ないのである。 

 さて、このように化学産業を位置づけると、今回のコロナ禍は化学産業にどのような影響

を及ぼしたのであろうか。まず、仮想作業空間を考えると、オフィス作業については他の業

種と同じようにテレワークが普及しつつあると考えられるが、生産あるいは製造の現場で
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は、そのすべての作業をロボットに代行させられる状況にはない以上、従来通り人手に頼ら

ざるを得ない状況にある。 

また、製品は下流の最終消費商品の販売動向に左右されるのであるから、コロナ禍の影響

は間接的に受けることになる筈である。  

例えば、化学産業（東京証券取引所第１部上場企業）従業員数上位 12 社の 2020 年度の

分析結果を前年度と比較して表 2（筆者(2021)7）に示すと； 

表 2 従業員数順上位 12社（2016-20）  

 
        

最下位行「増加比」は、①純利益 1.05、②機装資産 0.87、③ソフト資産 1.73、④平均賃金

0.98 となっている。すなわち、意外にも純利益が増加しているが、それは機装資産投資と

従業員の平均賃金を抑制するとともに、ソフトウェア資産を大幅に増やすことで達成され

たものであった。言いかえれば、仮想空間がリアルな世界（実相空間）を補完あるいは代替

しているのである。 

 また、ファーストリテイリング（ユニクロ）の投資利率の推移を示す図 3（筆者(2021)8）

をみると、初期の 1997-01 年度から 2004-08 年度の区間は、総合利率と経費利率（給与、

宣伝費などの経費利益率）が一致しているが、2008-2012 年度以降は総合利率と情報利率

（ソフトウェア投資利益率）が一致している。 

 すなわち、従業員がソフトウェアにとって代わられたのである。あるいは、実相空間の変

化を、鏡のように、一種の仮想空間とも考えられる「財務空間」に記録されていると思われ

ているはずである。 

 そもそも、「お金の世界」は実相空間の存在なのであろうか。私達がお金を手にしている

時、何の疑いもなく実相空間の存在であることを実感しているはずである。しかし、例えば

企業の設備投資のようなお金は、誰かがその実物を手にしている、あるいは企業や金融機関 



4 
 

図 3 ファーストリテイリング投資利益率の推移 

に現物としてどこかに保管されているというわけでもないはずである。しかし、その記録は

どこかに存在しているはずで、そのことに何人も疑いを持っていない筈である。すなわち、

仮想空間はもう一つの現実なのである。 
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